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特集

看護師等免許保持者の
届出制度と

ナースセンター活用術
もう一度働きたい

看護師等を
支援します

団塊の世代が75歳以上となる2025年。こ
のころには医療や介護の需要が一段と高ま
り、看護師等の専門職のニーズがますます高
まることが予測されています。これは「2025
年問題」と呼ばれ大きな社会的課題となって
おり、こうした予測を踏まえ、国は積極的に潜
在看護師等の復職支援を強化しようとしてい
ます。その一環として、2015年10月1日に
改正看護師等の人材確保の促進に関する法
律が施行され、看護師等（保健師、助産師、看
護師、准看護師）の免許を持ちながら、その仕
事に就いていない人は、氏名や連絡先などの
基本情報を都道府県ナースセンターに届け
出ることになりました。この届出情報をもと
に、都道府県ナースセンターは離職中の看護
師等とつながりを保ち、求職者になる前の段
階から個々の状況に応じて復職への働きか
けを行うことになります。こうした取り組みを
通じ、看護職員の確保を着実に実施していき
ます。そこで、本特集では、看護師等免許保
持者の届出制度の中身と、ナースセンターの
概要を紹介します。
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後藤ようこ＝文

(C) 2017 日本医療企画.
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看
護
師
等
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
が

そ
れ
ら
の
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
場
合
や

離
職
し
た
際
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化 

看
護
師
の
復
職
に
つ
な
げ
る

国
は
２
０
１
５
年
10
月
に
、
改
正
看
護

師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、
看
護
師
等
人
材
確
保
促
進
法
）を

施
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
看
護
師
等
の

復
職
支
援
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
来
る
２

０
２
５
年
ま
で
に
看
護
師
等
を
確
保
す
る

の
が
目
的
で
す
。
こ
の
改
正
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
つ
に
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
役

割
強
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ

て
い
る
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
12
ペ
ー
ジ
参

照
）に
は
、
就
業
し
て
い
な
い
看
護
師
等

を
把
握
す
る
仕
組
み
が
な
か
っ
た
た
め
、

い
っ
た
ん
離
職
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
本
人

が
復
職
を
希
望
し
て
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
な
い
限
り
、
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
離

職
者
が
接
点
を
持
つ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
看
護

師
等
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
が
そ
れ
ら
の

仕
事
に
就
い
て
い
な
い
場
合
や
離
職
し
た

際
は
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
氏
名
や
住
所
、

連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
届
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
側
か
ら
、
離
職
中
の
看
護
師
等
が
再

び
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
に
復
職
で

き
る
よ
う
、
能
動
的
な
情
報
発
信
や
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。
国
は
、

こ
の
仕
組
み
を
通
じ
て
多
く
の
方
に
復
職

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
急
な
対
策
が
必
要
な 

「
２
０
２
５
年
問
題
」

な
ぜ
今
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行

Introduction

わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、８
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
た
め
で

す
。
こ
の
時
点
で
、
国
民
の
３
人
に
1
人

が
65
歳
以
上
、
さ
ら
に
５
人
に
１
人
ほ
ど

が
75
歳
以
上
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
が
増

え
れ
ば
、
必
然
的
に
医
療
や
介
護
の
ニ
ー

ズ
は
高
ま
り
ま
す
。
当
然
、
医
療
機
関
や

介
護
施
設
、
在
宅
な
ど
、
看
護
師
等
が
必

要
と
さ
れ
る
場
面
は
多
く
な
り
ま
す
。
世

界
中
、
ど
こ
の
国
も
体
験
し
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
状
況
に
、
今
か
ら
日
本
は
備
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
就
業
し
て
い
る
看
護
師
等
は
日

本
全
体
で
約
１
６
０
万
人
で
す
。
２
０
２

５
年
に
は
約
１
９
６
〜
２
０
６
万
人
の
看

護
師
等
が
必
要
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
順
調
に
増
え
て
い
っ
た
と
し
て
も
、

最
大
で
13
万
人
の
看
護
師
等
が
不
足
す
る

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
現
状

を
考
え
る
と
、
新
規
養
成
数
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
な
る
こ
と
も
予

測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
看

護
師
等
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
資
格
を
保
有
し
な
が

ら
も
未
就
業
の
看
護
師
等
は
、
約
71
万
人

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改

正
は
、
こ
う
し
た
潜
在
看
護
師
等
の
復
職

支
援
の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

看
護
師
等
免
許
保
持
者
の 

届
出
制
度
を
創
設 

ス
マ
ホ
で
簡
単
に
登
録
可
能

そ
れ
で
は
、
看
護
師
等
人
材
確
保
促
進

法
の
改
正
で
大
き
く
変
わ
っ
た
内
容
の
一

つ
、「
看
護
師
等
免
許
保
持
者
の
届
出
制

「
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
、
看
護
師
等
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
が
そ
れ
ら
の
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
場
合
や

離
職
し
た
際
は
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
届
出
内
容
な
ど
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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度
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
看
護
師
等
は
離
職
等
し
た
場

合
、
個
人
の
住
所
や
氏
名
、
電
話
番
号
や

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
基
本
情
報
を
都

道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も

の
で
す（
図
表
１
、
図
表
２
）。

一
度
届
出
を
し
た
後
で
基
本
情
報
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
も
、
そ
の
変
更
内
容
を

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
離

職
後
に
看
護
師
と
し
て
働
く
予
定
が
な
い

人
も
、届
け
出
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

年
齢
に
よ
る
届
出
の
制
限
は
な
い
た
め
、

定
年
退
職
に
よ
り
離
職
し
た
人
も
届
出
対

象
に
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
都
道
府

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
に
資
格
保

有
者
の
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
よ
り
手
軽
に
届
け
出
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
看
護
師
等
の
届
出
サ
イ

ト「
と
ど
け
る
ん
」に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
経
由
で
簡
単
に
登
録
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
図
表
３
）。
も

ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き

な
い
人
は
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
届
出
票
を
提
出
す
る
方

法
で
の
登
録
も
可
能
で
す
。

病
院
や
介
護
施
設
な
ど
の
責
任
者
お
よ

び
教
育
機
関
に
お
い
て
も
、
こ
の
届
出
が

適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
自
院
・
施
設
を

図表2　看護師等人材確保促進法に基づく看護師等免許保持者の届出

図表1　都道府県ナースセンターによる看護師等の復職支援

Introduction
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看護師等（保健師・助産師・看護師・准看護師）は、病院などを離職した場合などに
おいて、住所・氏名などの情報を都道府県ナースセンターに届け出るように努めなけ
ればならない。

●届出対象者

1．病院などを離職した場合
2．保健師・助産師・看護師・准看護師の業務に従事しなくなっ
た場合

3．免許取得後、ただちに就業しない場合
4．2015年10月1日において、現に業務に従事していない
看護師等

5．すでに届けた事項に変更が生じた場合（すでに登録してい
る者）

●届出事項

1．氏名・生年月日・住所・電話番号・メールアドレスその他
の連絡先に係る情報

2．保健師籍・助産師籍・看護師籍または准看護師籍の登録
番号および登録年月日

3．就業に関する状況

●関係者による
　届出の支援

①以下の者は、上記の届出が適切に行われるよう、必要な支
援を行うことに努めなければならない。
・病院などの開設者
・保健師・助産師・看護師・准看護師の学校および養成所
の設置者

②「支援」とは、看護職員に対して届出を行うよう促す、看護
職員に代わって一括して届出を行う、学校・養成所におい
てはキャリア教育の一環として届出制度について学生を教
育する、など

●届出方法
インターネット経由でナースセンターに届ける方法を原則とす
る。
（※1）看護師等の届出サイト「とどけるん」
https://todokerun.nurse-center.net/todokerun/

都道府県看護協会が
医師会、病院団体等と
ナースセンターの事業
運営について協議

都道府県ナースセンター
※看護師等人材確保促進法に基づき、看護師等への無料の
職業紹介等を実施する、都道府県知事が指定する法人

届出情報に基づき、離職後も一定のつながりを確保し、
本人の意向やライフサイクル等も踏まえて、積極的にアプ
ローチして支援

【支援の例】
　・復職意向の定期的な確認
　・医療機関の求人情報の提供
　・復職体験談等のメールマガジン
　・復職研修の開催案内
　・「看護の日」等のイベント情報
　・その他復職に向けての情報提供

助言等 連携
支援体制
強化

ハローワークや医療勤
務環境改善支援セン
ター等と密接に連携

より身近な地域での
復職支援体制を強化
（支所等の整備）

離職時の届出
※代行届出も可

届　出

ニーズに応じた
復職支援

医療機関等に勤務する
看護師等

離職中の看護師等

離職復職

・子育て中
・求職中
・免許取得後、ただちに就業しない
・定年退職後　など

届出データベース
「とどけるん」

(C) 2017 日本医療企画.
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出典：医療分野の「雇用の質」向上のための勤務環境改善マネジメントシステム導入の手引き（改訂版） 出典：青森ナースセンターホームページをもとに作成

ワンストップの外部専門家チーム支援
医療勤務環境改善支援センターによる総合的な支援

活用できるデータベース構築
医療機関等の先進的な好事例を幅広く活用できるデータベース構築

＜医療従事者の勤務環境改善の促進＞
１．医療機関が、PDCAサイクルを活用して計画的に医療従事者の勤務環境改善に取り
組む仕組みを創設（医療勤務環境改善マネジメントシステム、図表４）

２．医療機関のニーズに応じた総合的・専門的な支援を行う体制を各都道府県で整備
（医療勤務環境改善支援センター）。

また、具体的な医療勤務環境改善策を知ってもらうため、国は現在、「いきいき働く
医療機関サポートWeb（通称いきサポ）」（http://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/）を開設
しています。ここでは、国や都道府県、関係団体が行っている勤務環境改善の施策や
事業、医療機関が取り組んだ勤務環境改善の具体的な事例を紹介しています。キーワ
ードによる取り組み事例の検索ができるので、医療機関は同サイトを使い、自院に合っ
た方法を見つけることが可能です。
復職支援とあわせて、医療機関に勤務環境の改善に努めてもらうことで、国は、看
護師等の離職防止や定着促進を図ることとしています。

図表3　届出サイト「とどけるん」

離
職
す
る
看
護
師
等
に
必
要
な
支
援
を
行

う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

復
職
に
向
け
て
の
意
向
確
認
や 

情
報
提
供
な
ど
に
努
め
る

看
護
師
等
免
許
保
持
者
の
届
出
制
度
の

創
設
に
よ
り
、
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
は
よ
り
積
極
的
な
復
職
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
支
援
の
例
と
し
て
は
、
看
護
師
等

へ
の
復
職
意
向
の
定
期
的
な
確
認
や
、
医

療
機
関
の
求
人
情
報
の
提
供
、
復
職
に
必

要
な
医
療
・
看
護
の
知
識
や
技
術
習
得
の

研
修
の
案
内
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
情

報
提
供
の
内
容
は
、
看
護
師
等
の
皆
さ
ん

が
必
要
と
す
る
情
報
を
届
け
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
も
密
接
に
連
携
を
図
る

な
ど
、
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
き
め

細
や
か
な
復
職
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
シ

ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
の
勤
務
環
境
の 

改
善
も
促
進

潜
在
看
護
師
等
に
復
職
し
て
も
ら
う
に

は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
提
供
な

ど
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。と
い
う
の
も
、

離
職
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し

て
、
看
護
師
等
を
含
む
医
療
従
事
者
の
勤

務
環
境
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
す
。
看
護

行政による医療機関への支援

図表4　医療従事者の勤務環境改善促進の全体イメージ

な
ど
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
休
み
が
と
り
に

く
い
、残
業
が
多
い
な
ど
の
問
題
に
よ
り
、

辞
め
て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で
す
。
特
に

子
育
て
中
の
方
は
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立

が
難
し
い
こ
と
か
ら
離
職
せ
ざ
る
を
得

ず
、
な
か
な
か
復
職
し
に
く
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。

医
療
従
事
者
の
離
職
防
止
お
よ
び
医
療

安
全
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
改
正
医
療

法（
２
０
１
４
年
10
月
施
行
）に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マネジメントシステム
導入準備

方針表明・体制整備

医療機関全体

看護師等の届出サイト「とどけるん」は、厚生労働大臣の指定により中央ナースセンター（12
ページ参照）が運営しているサイトです。このサイトを通じ、対象者は届出を行えます。デー
タベースに集約されたデータをもとに、各都道府県のナースセンターが対象者を支援しま
す。サイトに登録すると、専用のID・パスワードが割り当てられ、届け出た対象者は個人
の管理情報でログインすることで、復職に有益な情報の収集などが可能です。
●使い方

1．届出サイト「とどけるん」にアクセスする
https://todokerun.nurse-center.net/todokerun/

➡
2．ID申請画面で必要事項を入力して登録する

➡
3．登録したメールアドレスに本登録用のメールアドレスが送られてくる

➡
4．受信メールに記載されているURLにアクセスする

➡
5．ログインパスワードを設定する

※現在ナースセンターに登録している人は、同じID・パスワードを設定してください

➡
6．届出登録画面に届け出る内容を入力して登録する

➡
7．登録完了メールを受信、登録完了

医療スタッフの勤務環境に関する現状の分析

課題の抽出

改善計画の策定

Plan
計画策定

Act
さらなる
改善

Do
取り組みの
実施

Check
定期的な
評価

特集
	 看護師等免許保持者の　 届出制度とナースセンター活用術

	 もう一度働きたい　  看護師等を支援します

(C) 2017 日本医療企画.




